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～いろんな出会いを通じて子どもと一緒に未来へのステップをあゆもう～




[bookmark: _Hlk131594794]すてっぷのーとあゆむとは？


つくば市の子育てサポートファイル「すてっぷのーと　あゆむ」はお子さんの生育歴や医療情報、相談歴などの情報を、お子さんに関わる方々（保育所、幼稚園、学校、福祉サービス事業所など）が連携し、切れ目のない支援を受けられるようにするための支援ツールです。
どんなことを記入するの？



お子さんの現在の姿や、生育歴や医療情報、相談歴、これまでの支援の経過などです。お子さんを支援するために必要な項目になっています。
どんな時に使用するの？



就学などライフステージが変化するときや、新たに福祉サービスを利用するときなどの情報共有や資料として活用できます。医療・福祉・相談の情報などを一元管理するツールとしても活用できます。
記入の方法は？

○
基本的には、保護者が記入し、保管します。
保育所や幼稚園、学校から受け取ったお子さんに関する書類や、事業所から受け取った個別支援計画などを一緒に保管しておくと役立ちます。
○サポートブックの様式は、全て記入しなくても構いません。また、保護者が記入しにくい場合には、支援者（保育所・幼稚園・学校の先生、児童発達支援等の事業所の担当者など）に協力してもらうこともできます。
○お子さんの様子や御家庭の状況に合わせて、必要な部分を記入しましょう。
○母子手帳や障害者手帳の内容と重複する項目は、コピーをして綴じておいてもよいでしょう。
○ライフステージの変化する場合等、３年に1回は、内容を見直し更新しましょう。
未就学児や小学校低学年の児童は、変化が大きいため、1年に1回更新できるとよいでしょう。
サポートのページについて
〇現在のお子さんの生活状況についての様子（本人がどのように行っているか、御家族や支援者がどのような配慮をしているか）を記入します。
〇該当する箇所にをつけてください。
○更新したい項目やページのみ更新することもできます。その場合は、過去に記載した内容は消さず、追加で記入したり、ページ毎に書き加えたりするとよいでしょう。
※記入方法がわからない場合は、記入例を参考にしてください。
付録のページについて
○【１—１、1—２　わたしについて】は、本人の性格や特性だけでなく、支援機関などが一目でわかるシートです。新たな環境に入る際などに御活用ください。
さあ、お子さんの健やかな成長を願い、すてっぷのーとあゆむを活用してみませんか？
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